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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第87期
第２四半期
連結累計期間

第88期
第２四半期
連結累計期間

第87期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 2,747,669 3,934,295 6,410,539

経常利益又は経常損失(△) (千円) △200,754 240,740 149,125

親会社株主に帰属する
四半期純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期（当期）純損失(△)

(千円) △300,098 151,515 △147,036

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △532,759 225,817 △297,366

純資産額 (千円) 4,486,210 4,716,963 4,630,699

総資産額 (千円) 11,108,954 11,033,017 11,347,522

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額
(△)

(円) △28.99 14.43 △14.08

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 14.41 ―

自己資本比率 (％) 39.6 42.7 40.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △205,329 312,307 555,441

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △595,991 △201,347 △674,383

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 847,821 △741,715 735,806

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,160,516 2,160,769 2,783,016
 

 

回次
第87期
第２四半期
連結会計期間

第88期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △22.29 3.93
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第87期第２四半期連結累計期間及び第87期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期（当期）純損失であるため、記載しておりませ

ん。

　

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

（１）業績の状況

　

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用環境の改善や堅調な設備投資が継続し、緩やかな回復

基調で推移しました。一方世界経済は、米国に加え欧州経済が比較的堅調に推移しました。中国経済の成長鈍化や

地政学的リスク等はあるものの、総じて堅調に推移しました。

 

このような中、当社グループは、引き続き経営基本方針である「業界をリードする製品事業の拡充」「受託事業

強化」「早い変化に対応できる経営基盤の整備」のもと、当社グループの強みであり基盤である研磨・塗布技術に

更なる磨きをかけ、顧客ニーズに合った製品開発、サービスの提供を目指す各種取り組みを進めてまいりました。

加え、平成28年７月より日本研紙株式会社が当社連結子会社となり、より幅広い製品・サービスの提供に取り組

んでまいりました。

　

売上面においては、「製品事業」は、主に日本研紙製品の売上、および光ファイバー関連市場における研磨フィ

ルムの売上が増加した結果、「製品事業」における売上は対前年同期比で増加しました。

「受託事業」は、以前からの顧客受託案件が成果につながり売上が対前年同期比で増加しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は39億34百万円（前年同期比43.2%増）となりました。

 

損益面においては、高付加価値製品の売上（光ファイバー関連市場）及び受託事業の売上が増加したことに伴

い、売上総利益率が良化しました。結果、営業利益は３億１百万円（前年同期は74百万円の営業損失）となりまし

た。

 

米ドルに対するマレーシアリンギット高が進行したことが主要因で営業外費用として為替差損22百万円発生した

ことなどにより、経常利益は２億40百万円（前年同期は２億円の経常損失）となりました。

以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億51百万円（前年同期は３億円の親会社株主に帰属する四

半期純損失）となりました。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。

 

・製品事業

 製品事業の売上高は、34億83百万円（前年同期比29.0%増）となりました。日本研紙製品、光ファイバー関連市

場における研磨フィルムの売上が増加しました。

 この結果、セグメント利益は２億34百万円（前年同期比169.5%増）となりました。

 

・受託事業

 受託事業の売上高は、４億50百万円（前年同期比864.8%増）となりました。以前からの顧客受託案件が成果に

つながり売上が増加しました。この結果、セグメント利益は67百万円（前年同期は１億61百万円のセグメント損

失）となりました。

 
（２）財政状態の分析

 

(総資産)

当第２四半期連結会計期間末の総資産は110億33百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億14百万円減少いた

しました。主な内容は、現金及び預金の減少５憶93百万円、有形固定資産の減少23百万円、受取手形及び売掛金の

増加84百万円、たな卸資産の増加１億53百万円等であります。

 

(負債)

負債の部は63億16百万円となり、前連結会計年度末に比べて４億円減少いたしました。主な内容は、短期借入金

の減少14億60百万円、支払手形及び買掛金の増加17百万円、社債の増加５億38百万円、長期借入金の増加４億円、

未払法人税等の増加55百万円、賞与引当金の増加11百万円、役員賞与引当金の増加16百万円等であります。

 

(純資産)

純資産の部は47億16百万円となり、前連結会計年度末に比べて86百万円増加いたしました。主な内容は、譲渡制

限付株式報酬としての新株式の発行による資本金の増加29百万円及び資本剰余金の増加29百万円、ストックオプ

ションの権利行使に伴う自己株式処分差損による資本剰余金の減少31百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

１億51百万円、配当金の支払による利益剰余金の減少１億６百万円、為替換算調整勘定の増加75百万円、自己株式

の取得等による減少59百万円等であります。

 

この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、42.7％となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

 
当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高（以下、「資金」という。）は、前連結

会計年度末から６億22百万円減少し、21億60百万円となりました。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動により、資金は３億12百万円の増加（前年同期は２億５百万円の

減少）となりました。主な内容は、税金等調整前四半期純利益２億34百万円、減価償却費１億81百万円、売上債

権の増加による減少１億円、たな卸資産の増加による減少１億36百万円等であります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動により、資金は２億１百万円の減少（前年同期は５億95百万円の

減少）となりました。主な内容は、定期預金の預入による支出24百万円、有形固定資産の取得による支出１億９

百万円、無形固定資産の取得による支出47百万円、敷金及び保証金の差入による支出29百万円等であります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動により、資金は７億41百万円の減少（前年同期は８億47百万円の

増加）となりました。主な内容は、短期借入金の純減額14億60百万円、長期借入れによる収入６億円、長期借入

金の返済による支出１億99百万円、社債の発行による収入５億90百万円、社債の償還による支出61百万円、自己

株式の取得による支出99百万円、配当金の支払額１億４百万円等であります。

　

（４）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

　

（５）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

（６）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は20百万円であります。

 

（７）主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第２四半期連結累計期間に完了したも

のは、次のとおりであります。

 

新設

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容
投資総額
(千円)

完了年月

日本研紙
株式会社

本社
（広島県福山市）

全社（共通）
社内基幹
システム

112,576 平成29年９月
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 42,780,000

計 42,780,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,841,920 10,841,920
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

(注 1 , 注 2)

計 10,841,920 10,841,920 ― ―
 

(注) １ 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２ 単元株式数は100株であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年８月15日(注) 145,600 10,841,920 29,993 2,028,693 29,993 529,668

 

(注) 譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行による増加であります。

発行価格   412円

資本組入額 206円

割当先     当社取締役３名

 
(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

渡邉 淳 東京都新宿区 950 8.77

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505268
(常任代理人 株式会社みずほ銀
行決済営業部)

P.O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A.
(東京都港区港南２丁目15番１号)

721 6.65

渡邉和義 東京都国立市 509 4.70

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 460 4.25

株式会社新生銀行 東京都中央区日本橋室町２丁目４番３号 370 3.41

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 351 3.24

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 264 2.43

アイエムティー株式会社 和歌山県日高郡印南町西ノ地1333番地 200 1.84

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 158 1.46

渡邉信義 東京都昭島市 118 1.09

計 ― 4,104 37.85
 

(注)１. 当社は、平成29年９月30日現在自己株式269千株（発行済株式に対する所有株式数の割合2.49％）を保有して

おります。

２. 当第２四半期会計期間末現在における日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の信託業務に係る株式数

については、当社として把握することができないため記載しておりません。

３. 平成29年２月23日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書においてBIFFIGNANDI SPAが平成29年２月16

日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末におけ

る実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

   なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

BIFFIGNANDI SPA
ITALY CASSOLNOVO (PV) VIA
CIRCONVALLAZIONE EST, 2-4-6 CAP 27023

711 6.65
 

　

４. 平成29年11月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において大和証券投資信託委託株式会社が

平成29年10月31日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会

計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

   なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

大和証券投資信託委託
株式会社

東京都千代田区丸の内１丁目９番１号 698 6.44
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  269,900

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式10,535,700 105,357 ―

単元未満株式 普通株式   36,320 ― ―

発行済株式総数 10,841,920 ― ―

総株主の議決権 ― 105,357 ―
 

(注)１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式８株が含まれております。

２．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が900株(議決権の

数９個)含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
Mipox株式会社

東京都新宿区西新宿一丁目
26番２号
新宿野村ビル31階

269,900 ― 269,900 2.49

計 ― 269,900 ― 269,900 2.49
 

(注) 上記のほか、株主名簿上は資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)名義となっておりますが、実質的

には当社が保有している株式が75,100株(議決権の数751個)あります。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、明治アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,997,113 2,403,365

  受取手形及び売掛金 1,782,528 ※  1,866,529

  電子記録債権 177,982 218,280

  商品及び製品 387,145 372,783

  仕掛品 1,250,637 1,347,081

  原材料及び貯蔵品 410,907 482,170

  繰延税金資産 72,451 74,022

  その他 189,731 171,141

  貸倒引当金 △9,698 △18,705

  流動資産合計 7,258,799 6,916,669

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 4,707,091 4,769,901

   機械装置及び運搬具 2,959,546 2,989,644

   土地 933,754 933,754

   その他 575,473 623,067

   減価償却累計額 △6,021,721 △6,185,839

   有形固定資産合計 3,154,144 3,130,528

  無形固定資産   

   のれん 293,915 278,027

   その他 199,706 233,137

   無形固定資産合計 493,621 511,165

  投資その他の資産   

   投資有価証券 39,790 35,393

   退職給付に係る資産 256,924 254,250

   繰延税金資産 14,184 8,333

   その他 311,043 360,098

   貸倒引当金 △180,986 △183,422

   投資その他の資産合計 440,957 474,652

  固定資産合計 4,088,723 4,116,347

 資産合計 11,347,522 11,033,017
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 776,132 ※  793,148

  短期借入金 1,460,000 -

  1年内償還予定の社債 123,200 243,200

  1年内返済予定の長期借入金 344,774 463,688

  未払法人税等 18,215 73,969

  賞与引当金 90,944 102,144

  役員賞与引当金 - 16,427

  株式給付引当金 - 9,581

  その他 993,527 1,012,229

  流動負債合計 3,806,793 2,714,387

 固定負債   

  社債 468,100 886,500

  長期借入金 1,992,626 2,273,813

  繰延税金負債 267,529 270,621

  退職給付に係る負債 131,200 131,431

  その他 50,573 39,299

  固定負債合計 2,910,029 3,601,665

 負債合計 6,716,823 6,316,053

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,998,700 2,028,693

  資本剰余金 1,588,734 1,586,986

  利益剰余金 1,178,922 1,224,338

  自己株式 △100,706 △160,129

  株主資本合計 4,665,649 4,679,888

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,506 -

  為替換算調整勘定 △39,085 36,723

  その他の包括利益累計額合計 △37,578 36,723

 新株予約権 2,628 352

 純資産合計 4,630,699 4,716,963

負債純資産合計 11,347,522 11,033,017
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 2,747,669 3,934,295

売上原価 1,759,941 2,415,230

売上総利益 987,728 1,519,065

販売費及び一般管理費 ※  1,062,051 ※  1,217,858

営業利益又は営業損失（△） △74,323 301,206

営業外収益   

 受取利息 1,420 1,500

 受取配当金 14 657

 受取保険金 - 3,108

 保険解約返戻金 - 3,479

 貸倒引当金戻入額 5,888 -

 その他 1,586 3,187

 営業外収益合計 8,909 11,932

営業外費用   

 支払利息 14,911 14,773

 支払手数料 48,954 7,324

 為替差損 64,661 22,992

 社債発行費 - 8,545

 貸倒引当金繰入額 - 11,378

 支払保証料 2,382 2,422

 持分法による投資損失 - 3,534

 その他 4,430 1,427

 営業外費用合計 135,340 72,398

経常利益又は経常損失（△） △200,754 240,740

特別利益   

 固定資産売却益 2,522 -

 投資有価証券売却益 2,369 1,512

 新株予約権戻入益 157 -

 特別利益合計 5,050 1,512

特別損失   

 固定資産除却損 8,167 8,064

 減損損失 21,520 -

 投資有価証券売却損 852 -

 特別損失合計 30,540 8,064

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△226,245 234,187

法人税、住民税及び事業税 12,976 75,002

法人税等調整額 56,245 7,670

法人税等合計 69,222 82,672

四半期純利益又は四半期純損失（△） △295,467 151,515

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△300,098 151,515

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,631 -
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △9,474 △1,506

 為替換算調整勘定 △227,818 75,595

 持分法適用会社に対する持分相当額 - 213

 その他の包括利益合計 △237,292 74,302

四半期包括利益 △532,759 225,817

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △537,925 225,817

 非支配株主に係る四半期包括利益 5,165 -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△226,245 234,187

 減価償却費 183,365 181,936

 のれん償却額 21,141 15,887

 減損損失 21,520 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,177 11,179

 賞与引当金の増減額（△は減少） △157 10,692

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） - 16,427

 株式給付引当金の増減額（△は減少） △89,997 9,581

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △11,330 2,674

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5,871 231

 受取利息及び受取配当金 △1,420 △2,157

 支払利息 14,911 14,773

 支払手数料 48,954 7,324

 持分法による投資損益（△は益） - 3,534

 社債発行費 - 8,545

 固定資産売却損益（△は益） △2,522 -

 固定資産除却損 8,167 8,064

 投資有価証券売却損益（△は益） △1,517 △1,512

 新株予約権戻入益 △157 -

 売上債権の増減額（△は増加） △231,325 △100,071

 たな卸資産の増減額（△は増加） △117,785 △136,303

 仕入債務の増減額（△は減少） 24,506 10,926

 前受金の増減額（△は減少） 180,007 △17,720

 その他 96,666 82,666

 小計 △93,268 360,869

 利息の受取額 1,497 2,157

 利息の支払額 △16,944 △14,679

 支払手数料の支払額 △48,083 △7,324

 法人税等の支払額 △48,531 △28,715

 営業活動によるキャッシュ・フロー △205,329 312,307

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 - △24,049

 投資有価証券の売却による収入 82,628 1,082

 有形固定資産の取得による支出 △248,943 △109,275

 有形固定資産の売却による収入 5,628 -

 有形固定資産の除却による支出 △6,231 △410

 無形固定資産の取得による支出 △26,023 △47,613

 関係会社貸付けによる支出 - △8,429

 敷金及び保証金の差入による支出 - △29,828

 敷金及び保証金の回収による収入 - 15,002

 
連結の範囲の変更を伴う
子会社株式の取得による支出

※2  △413,233 -

 その他 10,183 2,175

 投資活動によるキャッシュ・フロー △595,991 △201,347
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 284,794 △1,460,000

 長期借入れによる収入 2,000,000 600,000

 長期借入金の返済による支出 △1,212,337 △199,899

 社債の発行による収入 - 590,770

 社債の償還による支出 △101,600 △61,600

 自己株式の取得による支出 △55 △99,992

 自己株式の処分による収入 2,848 6,551

 リース債務の返済による支出 △15,909 △12,666

 配当金の支払額 △105,049 △104,879

 その他 △4,870 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー 847,821 △741,715

現金及び現金同等物に係る換算差額 △52,283 8,508

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,783 △622,246

現金及び現金同等物の期首残高 2,166,299 2,783,016

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  2,160,516 ※1  2,160,769
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形 ― 千円 31,150千円

支払手形 ― 千円 38,090千円
 

 

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年９月30日)

給与及び賞与 242,487千円 328,678千円

賞与引当金繰入額 26,467千円 49,304千円

役員賞与引当金繰入額 ―千円 16,427千円

退職給付費用 15,085千円 18,608千円

株式給付引当金繰入額 △4,293千円 5,635千円

貸倒引当金繰入額 1,710千円 387千円

減価償却費 58,516千円 62,487千円

研究開発費 20,310千円 20,809千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１. 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年９月30日)

 
現金及び預金

 
2,367,938千円

 
2,403,365千円

 
預入期間が３か月を超える定期預金

 
△207,422千円

 
△242,595千円

 
現金及び現金同等物

 
2,160,516千円

 
2,160,769千円

 

　

※２．株式の取得により新たに連結子会社となった会社の資産及び負債の主な内訳

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

株式の取得により新たに日本研紙株式会社及び同社子会社２社を連結したことに伴う連結開始時の資産及び負債

の内訳並びに日本研紙株式会社株式の取得価額と日本研紙株式会社取得のための支出(純額)との関係は次のとおり

であります。

　
流動資産 2,570,111千円

固定資産 1,547,284千円

のれん 264,477千円

流動負債 △2,347,342千円

固定負債 △800,910千円

非支配株主持分 △79,528千円

 株式の取得価額 1,154,092千円

現金及び現金同等物 △740,858千円

 差引：取得のための支出 413,233千円
 

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

該当事項はありません。
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 105,901 10.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

(注) １．平成28年６月28日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP)の導入により設定し

た信託が保有する自社の株式に対する配当金3,769千円が含まれております。

２．１株当たり配当額10円には、会社創業90周年記念配当２円50銭が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月15日
取締役会決議

普通株式 106,099 10.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

(注)　平成29年５月15日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP)の導入により設定した信託が

保有する自社の株式に対する配当金751千円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成29年５月30日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式の取得を決議し、平成29年７月３日から平成29年７月14日までに228,200株、

99,992千円の自己株式を取得しました。この結果、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が160,129千円と

なっております。

当社は、当第２四半期連結累計期間において、譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行により資本金及び資本

準備金がそれぞれ29,993千円増加しました。この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金が2,028,693千

円、資本準備金が529,668千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント 四半期連結
損益及び包括利
益計算書計上額製品事業 受託事業 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 2,700,984 46,685 2,747,669 2,747,669

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 2,700,984 46,685 2,747,669 2,747,669

セグメント利益又は損失(△) 86,853 △161,176 △74,323 △74,323
 

(注) セグメント利益又は損失(△)の合計額は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と

一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

当社は減損損失を報告セグメントに配分しておりません。なお、当社は当第２四半期連結累計期間において

21,520千円の減損損失を計上しております。

　

(のれんの金額の重要な変動)

製品事業セグメントにおいて、日本研紙株式会社の株式取得に伴い、当第２四半期連結会計期間より、同社及び

同社子会社２社を連結の範囲に含めております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計

期間において264,477千円であります。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント 四半期連結
損益及び包括利
益計算書計上額製品事業 受託事業 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 3,483,886 450,409 3,934,295 3,934,295

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 3,483,886 450,409 3,934,295 3,934,295

セグメント利益 234,071 67,135 301,206 301,206
 

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。
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(企業結合等関係)

取得による企業結合

比較情報における取得原価の配分額の重要な見直し

平成28年７月１日に行われた日本研紙株式会社との企業結合について前第２四半期連結会計期間より暫定的な会

計処理を行っておりましたが、前連結会計年度末に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報にお

いて取得原価の配分額に重要な見直しが反映されており、当該見直しの内容及びのれんの修正額は次のとおりであ

ります。

 
修正科目 のれんの修正金額  
 のれん（修正前） 429,213 千円

 固定資産 △164,736  
 修正金額合計 △164,736  
 のれん（修正後） 264,477  
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額又は
   １株当たり四半期純損失金額（△）

△28円99銭 14円43銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
   親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）
   (千円)

△300,098 151,515

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額又は親会社株主に
   帰属する四半期純損失金額（△）(千円)

△300,098 151,515

    普通株式の期中平均株式数(株) 10,353,321 10,497,412

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 14円41銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) ― 19,492

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)１．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めてお

ります。

   １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均

株式数は前第２四半期連結累計期間243,400株、当第２四半期連結累計期間75,100株であります。

２．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月10日

Mipox株式会社

取締役会  御中

 

明治アーク監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   萩   原   眞   治   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   二   口   嘉   保   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているMipox株式会社

の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、Mipox株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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